
トレンドシグナルについて

「リスクオン相対指数」と「トレンドシグナル」

トレンドシグナルは金融工学的アプローチにより株価等の値動きの現在トレンド判定をするコンテンツです。
高度な金融工学技術を有する株式会社金融データソリューションズが開発した他に見られないテクニカル指標です。

リスクオン相対指数は、日々算出している理論的なヘッジ比率を、リスクオン・オフの
度合いを示す指標として0～1に変換した数値（変換値）になります。
数値が上昇する局面は「リスクオン」、下降する局面は「リスクオフ」に向っているこ
とを意味します。
簡単に表すと、「買い余力」を示す指標とお考え下さい。

数値が0に近い場合：「フルヘッジ」（＝売る人は売ってしまって、売り余力が少なく
なっている）

数値が1に近い場合： ヘッジポジションをほとんど外している（＝買う人は買って
しまって、上昇余力が少なくなっている）

一致指数：直近10日間の変換値の平均
先行指数：ヘッジ比率が今と同様で推移したと仮定した場合の3日後の一致指数

上記の一致指数・先行指数の値が変動することによって、シグナルが「買い転換」
「ニュートラル」「売り転換」のいずれに変化いたします。
※右図をご参考ください。

一般的には、以下のように考えられます。



トレンドシグナルについて

【株価とリスクオン 相対指数の推移】

右のグラフでは、過去1年の株価とリスクオン相対指数(一致指数・先行
指数)の推移をご覧いただくことが可能です。
マウスポインターをグラフ上に合わせていただくことで、特定の日付の
株価とリスクオン相対指数をご覧いただけます。
※右図はマウスポインター(赤い矢印)をグラフに合わせた場合の画面と
なります。

高値圏警戒…買いたい人がほとんど買ってしまった状態

底値圏突入…売りたい人がほとんど売ってしまった状態

本情報の正確性には万全を期しておりますが、情報は変更になる場合があります。また、第三者による人為的改ざん、機器の誤作動などの理由により本情報に誤りが生
じる可能性があります。本情報は、情報の提供のみを目的としており、金融商品の販売又は勧誘を目的としたものではありません。投資にあたっての最終決定は利用者
ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。本情報に基づいて行われる判断について、株式会社金融データソリューションズは一切の責任を負いません。
なお、本情報の著作権は、株式会社金融データソリューションズ及び情報提供者に帰属します。本情報の転用、複製、販売等の一切を固く禁じております。


